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会
員
の
購
読
料
は
会
費
に
含
ま

れ
て
い
ま
す

ャ
ー
タ
ー
便
は
初
め
て
の
取

り
組
み
で
、
次
年
度
も
継
続

的
に
実
施
す
る
意
向
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

当
連
盟
で
は
、
チ
ャ
ー
タ

開
催
し
ま
し
た
。

　

中
国
か
ら
の
来
道
観
光
客

は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
将

来
的
に
も
有
望
な
市
場
と
し

て
、
当
連
盟
で
も
積
極
的
な

誘
致
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
新
千
歳
空
港
で
の
歓
迎

行
事
に
加
え
て
同
日
午
後
六

時
か
ら
、
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル

園
「
Ｇ
Ａ
Ｒ
Ｄ
Ｅ
Ｎ　

Ｇ
Ｒ

ｉ
Ｌ
Ｌ
」
を
会
場
に
歓
迎
交

流
会
を
開
催
し
ま
し
た
、
交

流
会
に
は
遼
寧
省
側
か
ら
十

二
人
、
北
海
道
側
か
ら
二
十

二
人
が
参
加
し
、
互
い
に
胸

襟
を
開
き
親
交
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

視
察
団
一
行
は
武
虹
剣
旅

遊
局
長
以
下
十
八
人
で
、
同

日
、
北
海
道
庁
を
表
敬
訪

問
。
翌
十
日
は
キ
ロ
ロ
で
、

十
一
日
は
定
山
渓
温
泉
で
と

も
に
ス
キ
ー
場
と
温
泉
を
視

察
。
十
二
日
は
札
幌
市
内
で

旧
道
庁
、
時
計
台
、
大
通
公

園
な
ど
を
視
察
さ
れ
、
離
道

し
ま
し
た
。

　

一
月
九
日
、
中
国
の
遼
寧

省
旅
遊
協
会
北
海
道
冬
季
観

光
資
源
視
察
団
の
来
道
に
伴

い
、
当
連
盟
で
は
新
千
歳
空

港
で
の
記
念
品
贈
呈
や
横
断

幕
の
掲
出
な
ど
歓
迎
行
事
を

　

Ｊ
Ａ
Ｌ
チ
ャ
ー
タ
ー
便
を

利
用
し
て
十
二
月
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
か
ら
観
光
客
が
来
道

し
ま
し
た
。
国
内
航
空
会
社

に
よ
る
当
該
地
域
か
ら
の
チ

い
る
問
題
の
解
決
に
も
結
び
つ

く
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
イ
ム
ノ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
は
「
健
康
に
良
い
も
の
」
の

認
証
制
度
を
開
始
し
、
食
の
部

門
、
第
１
号
の
イ
ム
ノ
リ
ゾ
ー
ト

ゴ
ー
ル
ド
マ
ー
ク
認
証
は
「
キ
ッ

コ
ー
マ
ン
の
ト
マ
ト
の
ち
か
ら
」

に
付
与
さ
れ
、
全
国
に
発
信
さ
れ

る
。
中
央
卸
売
市
場
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が

連
携
し
て
、
道
産
食
材
の
機
能
性

や
、
毒
性
等
を
科
学
的
に
実
証
で

き
る
仕
組
み
も
構
築
さ
れ
、
知
的

ク
ラ
ス
タ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
連

携
も
構
築
さ
れ
始
め
て
い
る
。

　

経
済
産
業
省
地
域
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
事
業
に
お
い
て
は
、
函
館
牛

乳
、
乙
部
町
、
上
士
幌
町
、
パ
イ

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
植
物
育
種

研
究
所
、
北
大
、
札
医
大
等
か
ら

が
田
畑
を
離
れ
、
我
が
国
の
農
村

は
ど
ん
ど
ん
限
界
集
落
化
し
（
町

の　

％
以
上
が
高
齢
者
）、
お
金

５０
を
出
せ
ば
食
料
は
買
え
る
と
い
う

思
想
の
も
と
、
人
件
費
や
価
格
が

安
い
中
国
等
か
ら
食
料
や
加
工
食

品
を
輸
入
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
農
薬
や
ホ
ル
モ
ン
等
の

混
入
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
、
中

国
の
食
品
に
対
す
る
安
心
安
全
の

疑
問
が
出
て
信
用
が
失
わ
れ
た
。

　

一
方
、
お
金
で
買
え
る
と
考
え

て
い
た
小
麦
が
高
騰
し
て
、
ロ
シ

ア
産
の
小
麦
で
は
採
算
が
合
わ
な

く
な
り
、
北
海
道
産
小
麦
が
見
直

さ
れ
て
始
め
て
い
る
。
北
海
道
は

言
う
ま
で
も
な
く
食
料
の
宝
庫
で

あ
り
、
僅
か
な
工
夫
に
よ
っ
て
世

界
に
誇
る
安
心
安
全
な
食
料
の
供

給
拠
点
に
な
り
得
る
と
信
じ
る
。

北
海
道
農
業
の
発
展
を
支
え
て
き

た
農
協
、
ホ
ク
レ
ン
が
農
民
の
た

め
に
良
い
と
思
わ
れ
る
仕
組
み
は

今
の
ま
ま
キ
ー
プ
し
つ
つ
、
世
界

に
誇
る
安
心
安
全
の
食
料
倉
庫
と

し
て
北
海
道
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た

め
の
新
た
な
枠
組
み
づ
く
り
に
も

積
極
的
に
参
画
す
る
必
要
性
が
あ

る
。

　

も
し
、
農
民
、
農
協
、
加
工
業

者
、
大
学
研
究
者
等
か
ら
な
る
安

心
安
全
を
担
保
す
る
枠
組
み
を
作

り
、
真
剣
に
健
康
に
良
い
食
を
供

給
す
る
新
た
な
仕
組
み
を
北
海
道

に
構
築
で
き
れ
ば
、
そ
の
イ
ン
フ

ラ
は
地
域
再
生
や
健
康
観
光
の
発

展
に
結
び
つ
き
、
し
い
て
は
地
域

格
差
の
是
正
、
都
市
と
農
村
の
交

流
、
移
住
促
進
な
ど
北
海
道
や
国

が
中
心
政
策
と
し
て
打
ち
出
し
て

る
。
小
生
ら
大
学
研
究
者
が
北
海

道
知
的
ク
ラ
ス
タ
ー
�
Ｂ
ｉ
ｏ

Ｓ
〞
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
な
か
で
食

品
の
効
能
や
毒
性
な
ど
を
科
学
的

に
実
証
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は

「
食
の
安
全
」
の
み
の
担
保
で
あ

っ
て
安
心
は
担
保
で
き
な
い
。
で

は
安
心
は
ど
う
し
て
担
保
で
き
る

の
か
？
今
回
の
メ
タ
ミ
ド
ホ
ス
混

入
食
品
の
事
件
は
、
犯
罪
性
の
事

件
で
防
ぎ
よ
う
が
な
い
。
し
か

し
、
こ
の
事
件
で
多
く
の
人
は
食

の
安
心
と
安
全
を
ど
う
担
保
し
た

ら
よ
い
か
を
考
え
直
し
て
い
る
。

　

食
料
の
自
給
率
低
下
で
、
人
々

と
が
で
き
る
。
氷
の
白
鳥
で
人
を

迎
え
、
癒
し
を
与
え
る
心
く
ば

り
、
こ
ん
な
夫
婦
が
用
意
し
て
く

れ
る
食
が
安
心
、
安
全
で
な
い
は

ず
が
な
い
し
、
一
度
行
っ
た
ら
ま

た
リ
ピ
ー
タ
ー
と
し
て
行
き
た
く

な
る
。

中
国
産
餃
子
事
件
か
ら
考
え
る
北

海
道
の
「
健
康
を
考
え
る
観
光
」

推
進
の
意
義

　

安
心
安
全
な
食
を
提
供
し
て
く

れ
る
宿
か
ら
は
考
え
も
及
ば
な
い

メ
タ
ミ
ド
ホ
ス
混
入
中
国
産
餃
子

事
件
は
多
方
面
の
問
題
を
含
み
、

観
光
と
は
無
関
係
の
よ
う
で
あ
る

ー
ン
ポ
ス
タ
ー
に
な
っ
た
北
海
道

遺
産
タ
ウ
シ
ュ
ベ
ツ
川
橋
梁
ま
で

案
内
し
て
く
れ
る
。
３
月
の
気
球

も
爽
快
だ
そ
う
で
あ
る
。
糠
平
湖

で
は
ワ
カ
サ
ギ
釣
り
も
楽
し
め

る
。
釣
っ
た
ば
か
り
の
ワ
カ
サ
ギ

の
フ
ラ
イ
を
食
べ
、
大
吟
醸
を
飲

め
ば
も
う
言
う
こ
と
な
し
で
あ

十
勝
晴
れ

　

小
生
は
晴
れ
男
で
、
台
風
の
シ

ー
ズ
ン
で
も
、
小
生
が
行
く
旅
先

々
は
晴
れ
る
と
い
う
経
験
が
あ

る
。
最
近
は
札
幌
も
吹
雪
が
多

く
、
上
士
幌
付
近
も
極
寒
で
吹
雪

と
思
い
き
や
、
今
日
は
き
れ
い
な

青
空
で
、
車
中
で
陽
光
を
浴
び
て

い
る
と
ポ
カ
ポ
カ
に
な
る
ほ
ど
で

あ
る
。「
や
あ
ー
僕
は
晴
れ
男
だ

か
ら
ね
」
と
言
う
と
新
得
ま
で
迎

え
に
き
て
く
れ
た
深
瀬
氏
が
「
い

や
先
生
、
こ
こ
十
勝
は
国
土
創
発

事
業
調
査
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
行

っ
た
１
月
下
旬
か
ら
殆
ど
こ
ん
な

天
気
な
ん
で
す
。
い
わ
ゆ
る
十
勝

晴
れ
で
す
」
と
言
う
。
確
か
に
、

国
道
は
ほ
と
ん
ど
雪
が
な
く
、
畑

の
土
が
見
え
始
め
、
外
温
が
マ
イ

ナ
ス　

度
と
知
ら
な
け
れ
ば
、
景

１０

色
か
ら
は
春
を
感
じ
る
ほ
ど
で
あ

る
。

　

新
得
か
ら
車
で
約
１
時
間
で
糠

平
温
泉
に
到
着
す
る
。
十
勝
晴
れ

の
陽
に
き
ら
き
ら
と
輝
き
な
が
ら

本
当
に
飛
ん
で
い
る
よ
う
な
２
羽

の
白
鳥
の
氷
の
彫
刻
で
、
仲
良
し

夫
婦
が
出
迎
え
て
く
れ
る
ペ
ン
シ

ョ
ン
「
ふ
く
ろ
う
の
森
」。
夜
は
、

産
み
た
て
新
鮮
な
た
ま
ご
や
、
タ

コ
ま
ん
ま
、
十
八
石
米
な
ど
、
安

心
、
安
全
に
注
意
を
払
っ
た
お
い

し
い
夕
食
を
食
べ
な
が
ら
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
さ
れ
た
白
鳥
の
彫
刻
を
み

な
が
ら
ゆ
っ
た
り
と
癒
さ
れ
な
が

ら
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

る
。

　

こ
こ
上
士
幌
町
に
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

イ
ム
ノ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
温

泉
や
宿
舎
と
し
て
第
１
号
の
イ
ム

健康観光の推進に必要な心温まるおもてなしと
安心安全な食の提供

北海道の「健康を考える観光」拠点づくりを目指したイムノリゾート構想

西村　孝司　

ノ
リ
ゾ
ー
ト
シ
ル
バ
ー
マ
ー
ク
に

認
証
し
た
糠
平
館
観
光
ホ
テ
ル
も

あ
る
。
健
康
や
お
も
て
な
し
に
気

を
配
っ
た
こ
れ
ら
の
旅
館
か
ら
歩

い
て
数
分
の
と
こ
ろ
に
国
際
ス
キ

ー
競
技
の
公
式
コ
ー
ス
に
認
定
さ

れ
て
い
る
糠
平
ス
キ
ー
場
が
あ

り
、
パ
ウ
ダ
ー
ス
ノ
ー
を
楽
し
め

る
。
ネ
イ
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
が
ス
ノ

ー
シ
ュ
ー
で
雄
大
な
自
然
を
案
内

し
な
が
ら
、
今
年
の
Ｊ
Ｒ
フ
ル
ム

る
。

　

今
回
の
国
土
交
通
省
、
厚
生
労

働
省
、
上
士
幌
町
の
発
案
で
行
っ

た
創
発
事
業
で
は
食
育
や
メ
タ
ボ

対
策
の
枠
組
み
も
追
加
構
築
さ

れ
、
こ
れ
で
冬
の
花
粉
症
疎
開
ツ

ア
ー
、
通
年
的
な
メ
タ
ボ
対
策
ツ

ア
ー
が
上
士
幌
の
健
康
観
光
と
し

て
世
の
中
に
発
信
で
き
る
。
大
自

然
の
中
で
、
健
康
に
良
い
食
事
を

し
て
、
体
が
温
ま
る
温
泉
に
つ
か

れ
ば
、
ど
ん
な
人
で
も
ス
ト
レ
ス

を
発
散
で
き
元
気
を
取
り
戻
す
こ

が
、
そ
の
問
題
の
解
決
は
食
の
安

心
安
全
や
、
健
康
に
良
い
食
材
の

提
供
を
含
ん
だ
「
健
康
を
考
え
る

観
光
」
に
と
っ
て
多
い
に
関
連
性

が
高
く
、
北
海
道
は
そ
の
問
題
解

決
に
優
位
性
を
も
っ
て
取
り
組

み
、
世
界
に
何
ら
か
の
提
言
を
す

べ
き
で
あ
る
。
本
誌　

月
号
の
図

１２

中
に
記
載
し
た
よ
う
に
、
安
心
安

全
の
食
を
担
保
す
る
た
め
に
は
、

産
学
官
連
携
の
フ
ェ
イ
ス　

ツ
ー

　

フ
ェ
イ
ス
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
構
築
す
る
必
要
性
が
あ

な
る
メ
ン
バ
ー
が
サ
ン
ト
リ
ー
や

食
品
加
工
セ
ン
タ
ー
で
開
発
さ
れ

た
植
物
性
乳
酸
菌
を
用
い
て
健
康

に
良
い
「
植
物
性
乳
酸
菌
入
り
タ

マ
ネ
ギ
ヨ
ー
グ
ル
ト
」
の
開
発
に

着
手
し
、
異
分
野
の
人
間
同
士
が

フ
ェ
イ
ス　

ツ
ー　

フ
ェ
イ
ス
で

議
論
を
重
ね
、
健
康
に
良
い
安
心

安
全
の
北
海
道
ブ
ラ
ン
ド
食
品
を

開
発
し
始
め
て
い
る
。

　

大
学
研
究
者
の
科
学
的
デ
ー
タ

ー
で
安
全
が
担
保
さ
れ
、
そ
れ
に

加
え
て
、
野
菜
を
作
る
農
家
、
加

工
機
械
を
開
発
す
る
企
業
、
野
菜

加
工
業
者
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
最
終
的

製
造
社
が
そ
の
開
発
過
程
か
ら
真

剣
に
協
力
し
合
い
、
信
頼
し
合
あ

え
る
体
制
の
も
と
食
品
が
製
造
さ

れ
た
こ
と
を
消
費
者
に
知
っ
て
も

ら
う
事
こ
そ
が
「
食
の
安
心
の
担

▼

ミ
ス
旭
川　
　
（
旭
川
市
）

　

田　

中　

夏　

加
さ
ん

　

後　

藤　

香　

織
さ
ん

▲

オ
ホ
ー
ツ
ク
き
た
み

　

菊
の
女
王　
　
　
（
北
見
市
）

　

山　

田　

真　

理
さ
ん

保
」
に
つ
な
が
る
唯
一
の
方
法
で

あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
れ
が
「
健
康

を
考
え
る
観
光
」
の
１
つ
の
柱
で

あ
る
、
健
康
に
良
い
食
材
や
、
食

品
を
観
光
客
に
提
供
、
啓
発
し
な

が
ら
展
開
す
る
花
粉
症
疎
開
ツ
ア

ー
、
食
育
と
免
疫
の
体
験
ツ
ア

ー
、
メ
タ
ボ
対
策
ツ
ア
ー
等
の
新

た
な
北
海
道
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
発
展
に
つ
な
が
る
戦
略
に

な
る
と
考
え
る
。

（
北
海
道
大
学
遺
伝
子
病
制
御

研
究
所
・
免
疫
制
御
分
野
教
授
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
イ
ム
ノ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
理
事
長
）

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら

観
光
客
来
道

　
　

初
め
て
J
A
L
チ
ャ
ー
タ
ー
便
で

ー
便
運
航
は

さ
ら
な
る
観

光
客
誘
致
に

弾
み
が
つ
く

も
の
と
考

え
、
チ
ャ
ー

タ
ー
便
利
用

客
を
温
か
く

迎
え
送
る
歓

送
迎
行
事
を

実
施
。
到
着

時
、
出
発
時

に
歓
送
迎
横

断
幕
な
ど
を

掲
示
、
花
束

贈
呈
や
記
念

熱列歓迎の横断幕とともに視察団一行の記念撮影（新千歳空港で）

撮
影
の
ほ
か
、
搭
乗
者
一
人

ひ
と
り
に
北
海
道
の
お
土
産

を
手
渡
し
し
て
歓
迎
と
謝
意

を
表
わ
し
ま
し
た
。

搭乗者一人ひとりに北海道土産を手渡しした

遼寧省旅遊協会北海道視察団が来道
記念品贈呈、横断幕掲出など歓迎行事開催


